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２）日本の株式・債券市場

≪株式≫
日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で上昇となりました。
前週末の米国株安の流れを引き継ぎ、週初はハイテク株を中心とした利益確
定売りに押され下落となりました。その後も、新型コロナウイルスのワクチ
ン開発への期待後退などから大きく売られる場面もあったものの、東京都が
10日（木）に、感染状況の警戒レベルを引き下げたことを受けた経済活動の
正常化期待などから、週末にかけて買いが優勢となりました。

１）先週の市場動向
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日経平均株価（左軸） ＴＯＰＩＸ（右軸）

（月/日）

（円） （ポイント）データ期間：2020年6月11日～2020年9月11日（日次）

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※現地通貨ベース ＊ ▲はマイナスを表します。
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≪ 株式 ≫
米国株式市場（ＮＹダウ）は前週末比で下落となりました。
ハイテク株を中心とした売りに押され週初は下落してスタートしたものの、
週央に、大きく売られたＩＴ（情報技術）セクターを中心に買い戻されまし
た。その後、米上院で追加の経済対策法案が否決されたことなどから下落し
たものの、週末は景気敏感株を中心に買い戻され小幅に上昇となりました。

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成

４）外国為替市場
≪債券≫
日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比で低下となりました。
2020年4～6月期の実質国内総生産（ＧＤＰ）成長率の下方修正を受け、国
内経済の先行き懸念が強まったことなどから、相対的に安全資産とされる債
券は買いが優勢となりました（利回りは低下）。

5）今週の見通しについて

先週の米国株式市場は、前週から引き続き大型ハイテク株式を中心とした調整
売りが進んだことなどから、前週末比で下落となりました。
10日（木）に、およそ5,000億米ドルの追加経済対策法案が米国上院で否決さ
れ、米国景気の回復が鈍化するとの懸念が強まっています。足元では新規失業
保険申請件数が市場予想を上回るなど、雇用回復に一服感も見られており、市
場では追加経済対策の早期成立が望まれています。
今週は、15－16日に開催に米連邦公開市場委員会（FOMC）が開催されます。
米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）は現状の政策を維持すると見られていますが、
会合ではフォワードガイダンス（中央銀行が金融政策の先行きについて示す指
針）の強化や量的緩和策の拡大について議論される可能性があり、会合終了後
の記者会見でのパウエルＦＲＢ議長の発言に注目が集まります。今週の株式市
場は、FOMCの結果発表を16日（水）に控え様子見ムードの中、 引き続きハ
イテク株の調整などから方向感の定まりにくい展開となりそうです。

米ドル/円相場は、前週末比で横ばいとなりました。
市場予想を上回る米雇用統計の改善などを受けた景気回復期待から、週初は
円売り米ドル買いが優勢となりました。その後は、新型コロナウイルスのワク
チン開発に対する期待が後退すると、投資家のリスク回避姿勢が強まり円買い
米ドル売りが優勢となりました。
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３）米国の株式市場
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10年国債利回り
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（％） データ期間：2020年6月11日～2020年9月11日（日次）
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ニッセイアセットマネジメント株式会社

コールセンター 0120 ‒ 762 - 506（受付時間：営業日の午前9時 ～ 午後5時）

ホームページ https://www.nam.co.jp/

商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社

金融商品取引業者

関東財務局長（金商）第369号
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【当資料に関する留意点】
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